
受
付
だ
よ
り

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
春
の
訪
れ
に
自
然
が
活
発
に

動
き
出
し
、
街
の
中
も
野
山
も
芽
吹
き
に
溢
れ
、
気
温
の
上

昇
に
屋
外
の
散
策
も
楽
し
く
で
き
ま
す
ね
。

さ
て
み
な
さ
ん
、
マ
イ
ナ
保
険
証
が
導
入
さ
れ
私
た
ち
が

長
年
使
用
し
て
き
た
“
健
康
保
険
証
”
が
こ
の
３
月
の
使
用

の
猶
予
期
間
を
以
て
使
用
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
（
更
に
7

月
ま
で
延
長
）
今
月
か
ら
は
マ
イ
ナ
保
険
証
か
、
健
康
保
険

資
格
確
認
書
の
ど
ち
ら
か
を
提
示
し
て
頂
く
よ
う
に
な
り
ま

す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
は
毎
回
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
操
作
し
て

頂
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
は
受
付
に
連
動

し
て
い
な
い
た
め
、
診
察
券
を
受
付
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格
確
認
証
は
診
察
券
と
一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ど

ち
ら
の
利
用
も
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
何
時
で
も
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

春
を
待
ち
わ
び
る
一
方
で
、
春
は
大
嫌
い
な
花
粉
症
の

方
々
に
は
つ
ら
い
時
期
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
花
粉
症
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
季

節
の
変
わ
り
目
は
体
調
を
崩
し
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
ね
、

新
年
度
も
始
ま
り
環
境
の
変
化
も
無
視
で
き
ま
せ
ん
。
忙
し

い
時
ほ
ど
心
も
体
も
休
養
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
よ
。
無
理

を
し
た
後
は
労
わ
っ
て
下
さ
い
ね
。

一
生
自
分
の
歯
で
食
事
を
す
る
た
め
に
、
大
切
な
歯
を
む

し
歯
や
歯
周
病
で
失
う
こ
と
が
無
い
よ
う
に
毎
日
の
ハ
ミ
ガ

キ
を
丁
寧
に
行
う
こ
と
が
肝
要
で
す
。
ハ
ブ
ラ
シ
は
毛
先
の

柔
ら
か
い
「
プ
ロ
ス
ペ
ッ
ク
・
コ
ン
パ
ク
ト
ス
リ
ム
」
を
お

選
び
く
だ
さ
い
。
当
院
が
お
ス
ス
メ
す
る
柔
ら
か
な
毛
先
と

毛
束
の
多
い
ハ
ブ
ラ
シ
で
す
。
定
期
的
な
歯
科
検
診
も
併
せ

て
行
い
、
お
口
の
健
康
維
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

 
 
(

歯
科
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ

菊
地 

正
子)

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
（po

ly
pharm

ac
y

）と

は
、
ポ
リ
（多
数
の
）フ
ァ
ー
マ
シ
ー
（薬
局
）

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
単
に
服
用
す

る
薬
が
多
い
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て

副
作
用
や
飲
み
間
違
い
、
残
薬
な
ど
の
問

題
が
生
じ
て
い
る
状
態
を
指
し
ま
す
。
一

般
的
に
５
～
６
種
類
以
上
の
薬
を
服
用
し

て
い
る
場
合
に
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
と
判
断

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
現
に
、
７
５

歳
以
上
の
高
齢
者
の
約
半
数
が
２
カ
所
以

上
の
医
療
機
関
に
通
院
し
て
お
り
、
５
種

類
以
上
の
薬
を
処
方
さ
れ
て
い
る
人
が
約

４
０
％
も
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
高

齢
者
の
方
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
薬
が
必

要
に
応
じ
て
処
方
さ
れ
ま
す
が
、
中
で
も
血

圧
の
薬
や
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
な
状
態
に
す

る
薬
、
糖
尿
病
の
薬
、
特
に
骨
粗
し
ょ
う
症

の
薬
と
い
っ
た
歯
科
治
療
で
配
慮
が
必
要
な

薬
を
服
用
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

血
圧
の
薬
を
飲
み
忘
れ
た
場
合
、
歯
科
治

療
の
ス
ト
レ
ス
で
血
圧
が
不
安
定
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
血
液
サ
ラ
サ
ラ
の
薬
を

服
用
し
て
い
る
と
、
抜
歯
な
ど
の
処
置
の
際

に
止
血
時
間
が
通
常
よ
り
も
か
か
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
の
一
部

の
薬
で
は
、
歯
を
抜
く
と
そ
の
後
の
治
癒
が

悪
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
よ
り
安
全
な
歯
科

治
療
を
行
う
為
に
も
、
歯
科
医
院
受
診
の

際
は
服
用
薬
が
分
か
る
よ
う
ご
提
示
を
お

願
い
し
ま
す
。
問
診
と
薬
の
内
容
を
把
握

す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
体
の
状
態
を
推

測
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
処
置
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
歯
科
医
院
で
多
く

の
薬
を
処
方
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

他
院
か
ら
痛
み
止
め
や
抗
生
剤
が
出
て
い

た
り
す
る
場
合
は
重
複
す
る
こ
と
も
あ
り
、

調
整
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
最
近
で
は
強
い

貼
り
薬
を
使
っ
て
い
る
時
は
痛
み
止
め
の
併

用
が
注
意
事
項
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、

処
方
内
容
が
変
わ
っ
た
時
に
は
ぜ
ひ
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ら
の
服
薬
情
報
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
問
い
合
わ
せ
で
き
る
の
が
マ
イ
ナ

保
険
証
で
す
。
患
者
さ
ん
の
同
意
の
上
で
、

よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
医
科
歯
科
連
携
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
ど
ん
な
に
デ
ジ
タ

ル
技
術
が
発
展
し
て
も
医
療
は
人
間
同
士

の
関
係
で
す
。
不
安
な
こ
と
や
気
に
な
る
こ

と
な
ど
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

『
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
』

会
社
名
や
サ
ー
ク
ル
、
個
人
名
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
な
ど
、
ど
ん
な
名
称
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
３
０
０
０
円
の

協
賛
を
し
て
下
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
尚
、
協
賛
金
は
全
額
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

NEW

せ

き

ぐ

ち

歯

科
 
ハ

ロ

ア

ル

新

聞

令和 ８年４月１日 発行 第２１８号

い

～

歯

の

学

校（
歯
科
衛
生
士

菊
地
久
美
子
）

令和 ８年４月１日 発行 第２１８号



先日、患者さんから「歯が抜ける夢を見た」と伺いまし

た。夢占いではどういう意味があるのかな、と思い調べて

みました。歯は生命力や自己表現、対人関係を象徴

し、特に歯が抜ける夢は不安やストレス、人生の変化を

示唆しているそうです。

歯が抜ける夢の意味は

健康状態の変化

歯は生命力の象徴とされ、抜けることは体調不良やエ

ネルギーの喪失を示すことがあります。 

精神的ストレス

歯が抜ける夢は、心の中にある不安やストレスが表面

化している可能性があります。 

人生の転機

歯が抜けることは、古い自分から新しい自分への生まれ

変わりを象徴することもあります。 

対人関係の不安

特に前歯が抜ける夢は、他者との接点や社会的な立

場に関する不安を示すことが多いです。 

逆に歯が生える夢の意味は

コミュニケーション能力の向上

歯が生える夢は、あなたのコミュニケーション能力が高

まっていることを意味し、周囲との人間関係が良好であ

ることを表しています。 

新たな始まり

歯が生えることは、成長や新たな始まりを象徴し、ポジ

ティブな変化を示唆します。

状況による変化

夢の内容や状況によって、吉夢と凶夢の解釈が異なる

ことがあり、例えば、歯が抜ける夢を見た場合、過去の

苦境から抜け出せる兆しと解釈されることもあります。 

感情の影響

夢の中での感情や状況を思い出し、それに基づいて解

釈を行うことが重要です。夢の印象や誰がいたか、どん

な行動をしていたかを整理することで、夢が伝えようとし

ているメッセージを理解しやすくなります。

 

このように、夢占いにおける歯の夢は、心理状態や人

生の状況を反映していることが多いです。夢の内容をよ

く思い出し、自分自身の状況に照らし合わせて解釈し

てみるのも面白いかもしれないですね。

『歯が抜ける夢の意味は！？』

「口腔アレルギー症候群」
生の野菜や果物を食べた後、口の中がかゆく

なったり、喉がイガイガしたりしたことはあり
ませんか。これらの症状はもしかしたら口腔ア
レルギー症候群が原因かもしれません。
口腔アレルギー症候群の多くは、症状が軽いた
め見逃しやすいですが、稀に重篤な症状を伴う
恐れがあるので注意が必要です。
近年、花粉症の方が増えてきたのに伴い、口

腔アレルギー症候群の罹患率も増加しています。
花粉症の方が口腔アレルギー症候群を発症しや
すいのは、野菜や果実に含まれるアレルゲンと
花粉のアレルゲンの構造が似ているからです。
生野菜や果実など原因食物に対し身体の免疫

機能が「花粉が侵入した！」と勘違いしてしま
います。そのため、花粉が侵入したときと同じ
ようにIgE抗体を生成、肥満細胞と結合してし
まいアレルギー反応を起こしてしまうのです。
このアレルギー反応は「交差反応」と呼ばれ、
元となるアレルゲンとよく似た構造をしている

物質が体内に侵入したときに起きます。
症状が軽いからと言って、口腔アレルギー症

候群の原因食物を大量に摂取してしまうとアレ
ルギー症状が悪化する恐れがあり大変危険です。
口腔アレルギー症候群の疑いがある方は、花粉
症の投薬期間中に原因食物を大量摂取しないよ
うご注意ください。

楽しい歯話♪

歯っとして…Ｑ！

令和 ８年４月１日 発行 第２1８号

（歯科衛生士 北島 紗希）

（歯科衛生士 藤田友希子）



「味覚障害 原因と対策」

パワフル衛生士のわ・歯・歯教室

「何を食べてもおいしく感じない」「まった
く味がしない」「何も食べていないのに口の中
に変な味を感じる」といった様々な味覚の変化
や違和感が表れるのが味覚障害です。高齢化や
ストレス過多といった社会環境の影響などもあ
り、味覚障害を訴える人は増加傾向にあるとい
います。味覚障害の原因については明らかにさ
れていない点も多く、複数の原因が重なり合っ
て影響している場合もあります。
私たちの舌表面や舌の付け根には、味を感じ

る細胞の集まりである「味蕾（みらい）」が点
在しています。飲食などによって味の刺激を味
蕾が受けると、神経を介して脳へとシグナルが
伝わり、味覚を構成する甘味、苦味、酸味、塩
味、旨味という5つの「基本味」を感じること
ができるのです。
味蕾の数は加齢とともに減少するといわれて

おり、舌の後方にある表面の突起・有郭乳頭
（ゆうかくにゅうとう）1個あたりの味蕾の数
が0～20歳では平均245個であったのに対し、
74歳以上では88個と約35％まで減少してい
るという報告もあります。高齢者の場合は先に
述べた「加齢による味蕾の数の減少」のほか、
味を感じる機能自体も加齢とともに低下するた

め、味覚障害を生じやすい傾向にあります。
一方で、若い世代でもさまざまなストレスや

偏食などの要因によって、味覚障害を起こして
いるケースは少なくありません。こうした原因
の中でも特に注意したいのが、偏食などによる
亜鉛不足です。味を感じる細胞の集合体である
味蕾は短いサイクルで新陳代謝を繰り返し、新
しい細胞に生まれ変わっています。その際に不
可欠なのが亜鉛です。体内の亜鉛が不足すると
新陳代謝がスムーズに行われなくなってしまう
ため、味覚障害を引き起こす一因となります。
また鉄分不足が原因の鉄欠乏性貧血も要因の一
つと言われています。お心当たりの方は、亜
鉛・鉄分を積極的に摂取するようにしましょう。

令和 ８年４月１日 発行 第２1８号

有美子の健康 歯いっ！どーぞ！

「心と体を整えよう」
ようやく春めいた暖かい日が増えてきた今日この頃、
当院では先月無事に、長野県でのフィリピン医療ボ
ランティアの「報告会」を終えることが出来ました。報
告会は、2月に行われたフィリピン現地でのボラン
ティア活動に参加した高校生全員の発表や、先生
方の貴重な講話があります。当院3月恒例の「壁新
聞」作りがハードスケジュールの中急ピッチで行われ、
スタッフ全員で作り上げた渾身の壁新聞を持って、
院長先生、事務長、今年は当院スタッフ６名が参加
をしてきました。早朝から夜遅くまで本当にお疲れ様
でした。そして、医療ボランティア活動の全貌を収め
た感動の「報告集」が間もなく販売となりますので、
皆さまもうしばらくお待ちください！
さて、4月は新年度のスタートです。大人も子供も
大きく環境が変わる方も多いのではないでしょうか。
その為、心と体の不調はこの春の時期に特に起こり
やすくなります。自分では気付かないうちにいろいろ
なストレスを溜めこんで、自律神経が乱れてしまうの
です。

自律神経を整えるためには・・・
①決まった時間に起床し朝食を食べる
②ビタミン、カルシウム、ミネラルを積極的に摂る
（果物、緑黄色野菜、いも類、卵、レバー、ナッツ
類、魚介類、乳製品、豆腐、ゴマ、煮干し）

③良質な睡眠をとる
④体温調節ができる服装を心がける
⑤ストレスを解消させる

まだまだ気温差の大
きい4月。季節による
影響は避けられない
ので、日常にちょっとし
た工夫を取り入れ、春
を楽しく過ごしていきま
しょう(^^♪

(歯科助手 渡邉有美子)

（歯科衛生士 黒川 淳子）



プリンセスの歯ロー フィリピン

フィリピンに休暇で行ったとき、日本にいる間に食べたいと思っていた料理を食べました。そ
の中の一つがハロハロです。ハロハロは、フィリピンのバナナ、さつまいも、サゴ(タピオカ)、
ウベ（紫いも）、ミルク、氷などを混ぜたデザートで、フィリピンの暑い気候にぴったりです。 
お気に入りのお店で買った大好きなケーキ、チョコレートケーキとサンズリバルケーキも食べま
した。そしてもちろん、フィリピンで朝食の定番である「パンデサル」も食べました。 もちろん、
青いマンゴーも食べました。もしフィリピンに行く機会があれば、ぜひ青いマンゴーを試してみ
てください。シャキシャキとした食感で、甘酸っぱい味がします。味は梅干しのようです。 そし
てもちろん、ストリートフードも外せません。これは「イハウ・イハウ」、またはストリート
バーベキューと呼ばれています。ここで売られているのは、鶏や豚の腸、豚肉や鶏肉のバーベ
キュー、鶏の足、焼いた血、豚の耳、そして「バロット」と呼ばれるゆでたアヒルの卵などです。 
このような食べ物をまた食べられるのは1年後になるので、フィリピンに帰るたびに思いきり楽
しんで、すべての料理を本当に満喫しています。

（歯科助手 藤田 プリンセス）

フィリピン滞在中に食べた食べ物

令和 ８年４月１日 発行 第２1８号

ハロハロ

青いマンゴー

パンデサル

バロット

サンズリバルケーキ



□ 肌がきれいに見えます
 歯が白いと多くの光を反射するため、
より明るい肌に見え、透明感がUPします。

□ 若々しく健康的に見えます
 イギリスの調査では、歯が白いと平均で5歳
若く見える！ という結果が出ております。

□ 笑顔になります
 白く輝く歯は憧れです。

 ホワイトニングをすると笑顔が増える方が多いです。

マスクを外す生活になり、改めてご自身の歯の色が気になっている方、ご希望やご質問
がある方は、是非お声がけください！
※当院のホワイトニングは、とても白くなり、尚且つ虫歯予防効果も備わっています。
また、白くなりすぎないように白さのアドバイスもさせていただきます。

パウダーフローメンテナンス
～国家資格を有する「歯科衛生士」によるメンテナンス～

施術時間／３０分～ １回／８，８００円（税込）

施
術
前

施
術
後

マスク生活が終わるこれからに向けて綺麗な歯に整えませんか？

ホワイトニングのお知らせ



待合室の、「壁新聞」が
新しくなりました！！！

令和８年３月２８日（土）
第20回ハローアルソン・フィリピン医療ボランティア

長野県北佐久郡御代田町
「エコールみよた」にて、

「現地活動報告会」が行われました！



『生！息！歯っぴーブレス』

「歯の治療中の呼吸について」
歯の治療が苦手、という方は少なくないです

よね。歯医者の音やにおいが苦手だったり、嘔
吐反射が起こりやすかったり、昔の治療で痛い
思いをしたなど、小さい頃の嫌な記憶が影響し
ていることもあります。その中で「治療中に水
を口にためているのが苦しくて苦手！」という
方もいらっしゃるのではないでしょうか？
皆さんは普段どこで呼吸をしていますか？鼻

炎で鼻が詰まっていて鼻呼吸ができない方や、
口呼吸の癖がついている方もいらっしゃると思
います。特に近年はマスク生活の影響で口呼吸
の人が増えたとも言われています。しかし歯科
治療中は水が出るため、口で呼吸をすることが
できません。このため、鼻呼吸が難しい方は
「息ができない」「苦しい」と感じてしまうの
です。歯科治療中は上を向いて口を開けている
ため、舌の筋肉が弱くて舌の奥が上がりにく
かったり、喉が大きく開いていて水が流れやす
い方は、治療中に苦しく感じやすくなります。
まずお鼻で息をする時は、口が閉じて、舌全

体をを上顎にしっかりつけると、息をすること
が出来ます。但し治療の際はお口を閉じること
が出来ません。では、お口を開けてお鼻で息を
する時はどのような形になっているのでしょう
か？治療中お口を開けて息をする場合は舌の根
元の部分が喉の奥を閉じてお水が奥に入らず息
をすることができます。
まずお鼻で息をする時は、口が閉じて、舌全

体をを上顎にしっかりつけると、息をすること
が出来ます。但し治療の際はお口を閉じること
が出来ません。では、お口を開けてお鼻で息を
する時はどのような形になっているのでしょう
か？治療中お口を開けて息をする場合は舌の根

元の部分が喉の奥を閉じてお水が奥に入らず息
をすることができます。
次にお口を開けて息がしにくかったり、お水

を貯めておけない方は喉や舌はどのようになっ
ているのでしょうか？舌の根元の部分が上がり
きらず、喉の奥を防ぎきることができないので
鼻からも口からも息ができる状態になってし
まっているため正しく呼吸がしにくくなります。
それではどのようにすれば息がしやすくなる

のでしょうか？体操があるのでやってみましょ
う！！
①お口を閉じて舌を上顎につけてお鼻でゆっく
り5回息を吸って吐く

②お口を大きく開けたままお鼻でゆっくりすっ
てお口でゆっくり吐く。これをまた5回繰り
返す

③次に、歯科医院での治療に近い姿勢で練習し
てみましょう。口に少量の水を入れ、少しず
つ上を向いて鼻呼吸を続けます。舌の奥で
しっかり喉をふさがないと、水が喉の奥に流
れて苦しくなります。（難しい場合は、最初
は軽く上を向く程度から始め、徐々に角度を
つけて練習してみてください。）
これを1日1セットでもやっていただくと、歯

医者での治療も少し楽になると思います。また、
誤飲誤嚥の防止にもなりますのでみなさん是非
やってみてください！！

（歯科衛生士 小柳かおり）

歯科訪問診療で伺うのは、施設ばかりでは
なくご自宅に訪問して治療を行うこともあり
ます。通院が難しくなった患者さんや新規で
依頼を受けるケースと様々です。
ある日、訪問看護のスタッフの方から、義

歯が破折してしまい食事が出来ない患者さん
がいると依頼を受けました。９４歳の女性の
方で認知症を患い寝たきり状態でしたが、娘
さんが介護をされていました。実の親子ゆえ
か、かける言葉に驚くこともありましたが、
テレビを見ていてイケメンさんが映ると
「こっちにおいで」と手招きするというク
スッとしてしまうお話を聞いて、可愛
らしいおばあちゃまだなと思いました。

（歯科衛生士 黒川 淳子）

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

AM… 26 27 28 29 30
午前のみ

<休診日>水曜日・祝日

<診療時間>
午前
午後
日曜

 9:00 ～ 13:00
14:30 ～ 19:00
13:00まで

<往診日>火曜

○ ○ AM

休 ○ ○ 休 ○

休

○ ○ AM

休 ○ ○ 休 ○ ○ ○

休

表示の見方

○…診療

休…休診

往…往診

講…講演

学…学会

勉…勉強

会

○ ○ AM

○ ○ AM

金 土

の予定
休 ○ ○ ○

４月
日 月 火 水 木

今月のカレンダー歯科 訪問診療



先
月
、
国
民
的
な
関
心
を
集
め
る

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
あ
る
ワ
ー
ル
ド

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
（
Ｗ
Ｂ

Ｃ
）
が
開
催
さ
れ
、
残
念
な
が
ら
侍

ジ
ャ
バ
ン
は
、
後
に
優
勝
し
た
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
に
敗
れ
ベ
ス
ト
8
と
い
う
結

果
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
皆

さ
ん
も
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
。
今

回
日
本
で
は
、
特
定
の
配
信
サ
ー
ビ

ス
で
あ
るN

e
tflix

に
よ
る
独
占
配
信

と
な
り
、
従
来
の
よ
う
に
地
上
波
で

気
軽
に
視
聴
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
私
が
勤
務
す

る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
居
し
て
い

る
高
齢
者
か
ら
、
「
な
ぜ
テ
レ
ビ
で

観
ら
れ
な
い
の
か
？
」
質
問
を
受
け
、

配
信
形
態
の
変
化
に
つ
い
て
説
明
し

た
の
で
す
が
十
分
に
理
解
い
た
だ
く

こ
と
が
難
し
い
様
子
で
し
た
。

特
に
高
齢
者
の
方
々
に
と
っ
て
、

テ
レ
ビ
は
日
常
生
活
に
密
着
し
た
最

も
身
近
な
情
報
源
で
あ
り
、
長
年
親

し
ん
で
き
た
媒
体
で
す
。
そ
の
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
や
サ
ブ
ス
ク

リ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
新

し
い
視
聴
方
法
は
馴
染
み
が
薄
く
、

操
作
の
難
し
さ
や
契
約
の
手
間
な
ど

が
大
き
な
壁
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
多
く
の
高
齢
者
が
本
来
楽

し
み
に
し
て
い
た
試
合
を
視
聴
で
き

な
か
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
残
念
な

こ
と
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
よ
う
に
国
民
の

多
く
が
関
心
を
寄
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
は
、
世
代
を
超
え
て
共
有
で

き
る
貴
重
な
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

家
族
や
友
人
と
試
合
に
つ
い
て
語
り

合
う
こ
と
は
、
日
々
の
生
活
に
彩
り

を
与
え
、
社
会
的
な
つ
な
が
り
を
深

め
る
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
機
会
が
視
聴
環
境
の
違
い

に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

は
、
決
し
て
望
ま
し
い
状
況
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
発

展
は
利
便
性
の
向
上
や
多
様
な
コ
ン

テ
ン
ツ
提
供
と
い
う
点
で
大
き
な
意

義
が
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
誰
も
が

平
等
に
楽
し
め
る
環
境
が
損
な
わ
れ

て
は
本
末
転
倒
で
す
。
特
に
高
齢
者

を
は
じ
め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
機
器
に

不
慣
れ
な
方
々
へ
の
配
慮
は
、
今
後

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

今
後
は
、
テ
レ
ビ
放
送
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
の
両
立
な
ど
、
よ

り
多
く
の
人
が
公
平
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
め
る
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
多

く
の
高
齢
者
が
観
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
今
回
の
状
況
を
踏
ま
え
、
誰

一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
視
聴
環
境
の

実
現
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

ち
な
み
に
私
も
視
聴
で
き
な
か
っ
た

一
人
で
す
。

超
高
齢
社
会
に
向
け
て

～
お
悩
み
相
談
室
～

（
栃
木
県
認
知
症

介
護
指
導
者

庄
司
康
善
）

禁煙への近道

「社会人」
4月は始まりの季節ですね。高校や大学を卒

業し社会人となった方、異動や転勤、転職など
で環境が変わった方、期待と不安でドキドキわ
くわくされていることと思います。大切な準備
のひとつ、「禁煙」はもう始めましたか？
いま、社内全面禁煙や勤務時間内完全禁煙を

掲げている企業がどんどん増えてきています。
タバコを吸わない人を採用することや入社時に
禁煙を哲約させることは法的にも問題ないので
実際に行われています。星野リゾートやファイ
ザー製薬などはその代表的な先駆者です。
星野リゾートは、とても有能な社員を肺がん

で亡くしたことをきっかけに10年ほど前からタ
バコを吸わないことを条件に社員を採用してい
ます。採用サイトをクリックするとまず喫煙者
かどうかを問われ、「はい」を選択した場合に
のみ募集要項が表示されます。
そこには「弊社は喫煙者の採用は致しており

ません」と明記されています。
ファイザー株式会社では、喫煙者をなくすこ

とを宣言し就業中の喫煙を全面的に禁止しまし
た。喫煙者の社員に対しては禁煙治療の費用を

企業側が全額負担し、会社として禁煙を支援し
ています。社員の健康維持はもちろんのこと、
就業時間内のタバコのための離席時間が非喫煙
者との不平等を生むことや、作業効率や生産性
が落ちることなどが主な理由です。
非喫煙者だけに有給休暇を上乗せして与える

という企業もあります。
医療関像やスポーツ健康関保の職業に至って

は、言うまでもありませんね。
時代は令和です。上司のデスクの灰皿がいっ

ぱいになっているのは昭和で、上司と部下が喫
煙所でコミュニケーションをとるのは平成で終
わりました。
タバコのない世界はもうすぐそこに見えてき

ています。
幼い頃から通院していた患者さんから進学や

就職、地元を離れるなどのお話を聞くたびに自
分の年齢を感じてなんともいえない気持ちにな
りますが…新生活、みんながんばれ！！

（歯科助手 大森ちひろ）

令和 ８年４月１日 発行 第２7８号

『
高
齢
者
と
ス
ポ
ー
ツ
視
聴
格
差
』



娘
が
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
・
・
・
。

今
年
の
春
、
高
校
を
卒
業
し
大
学
に
進
学
す

る
た
め
に
い
よ
い
よ
親
元
を
離
れ
る
。

長
男
が
4
年
前
に
、
そ
し
て
今
度
は
長
女
が

18
年
間
過
ご
し
た
我
が
家
か
ら
い
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
全
て
致
し
方
な
い
と
は
い
え
、
子

供
た
ち
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
空
間
が
こ

ん
な
に
も
寂
し
く
静
か
だ
と
は
思
っ
て
も
い
な

か
っ
た
。

幼
い
頃
、
「
誰
と
結
婚
す
る
の
？
」
と
尋
ね

る
と
決
ま
っ
て
「
お
父
さ
ん
！
」
と
答
え
て
い

た
娘
。
し
か
し
少
し
ず
つ
自
我
が
芽
生
え
そ
の

答
え
に
違
和
感
を
覚
え
始
め
る
頃
、
憎
っ
く
き

奴
等
が
現
れ
た
。
「
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
」
で
あ
る
。 

♡
型
の
手
製
の
ウ
チ
ワ
を
作
り
始
め
た
頃
は
、

い
と
も
簡
単
に
「
お
父
さ
ん
」
の
存
在
は
飛
ば

さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
ア
イ
ド
ル
を
卒
業
す

る
こ
ろ
に
は
、
10
代
の
若
者
た
ち
の
夢
や
希
望
、

そ
し
て
不
安
や
悲
し
み
を
代
弁
す
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
心
を
奪
わ
れ
、
今
で
は
ミ
セ
ス
・
グ

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ル
一
色
に
な
っ
た
。

私
は
確
実
に
「
昭
和
的
」
な
父
親
だ
っ
た
。

仕
事
を
何
よ
り
優
先
し
、
子
供
た
ち
の
大
半
を

家
内
に
任
せ
て
い
た
。
そ
の
た
め
娘
は
母
親
に

は
全
て
を
話
し
、
思
春
期
に
な
る
と
一
度
母
親

と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
か
ら
娘
の
情
報

を
収
集
し
た
。
そ
の
く
せ
あ
れ
や
こ
れ
や
と
躾

に
は
う
る
さ
い
も
の
だ
か
ら
娘
に
と
っ
て
は
さ

ぞ
疎
ま
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
娘
と
の
関
係
で
は
あ
っ
た
が
高
校
生

に
な
り
3
年
間
一
緒
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
く
れ
た
の
は
私
に
と
っ
て

何
よ
り
の
喜
び
に
な
っ
た
。

日
頃
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
娘
へ
の
愛
を
ス

ラ
ム
で
活
動
す
る
私
の
背
中
で
彼
女
に
伝
え
ら

れ
た
の
は
私
の
人
生
に
と
っ
て
最
高
の
時
間
で

も
あ
り
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
一
緒
に
行
く

か
？
」
と
尋
ね
る
と
「
う
ん
、
行
き
た
い
」
と

即
答
し
て
く
れ
た
。
現
地
で
は
「
団
長
の
娘
」

と
い
う
や
り
に
く
い
立
場
の
中
、
私
の
目
に
も

と
て
も
頑
張
っ
て
活
動
を
し
て
く
れ
た
。
帰
国

後
感
想
を
尋
ね
る
と
「
自
分
の
今
に
感
謝
し
て

い
る
、
ど
れ
だ
け
恵
ま
れ
た
生
活
を
し
て
い
る

か
分
か
っ
た
」
と
嬉
し
い
こ
と
を
言
っ
て
く
れ

た
が
、
そ
れ
も
ま
た
2
週
間
は
も
た
ず
、
再
び

携
帯
と
ミ
セ
ス
に
父
親
の
思
い
は
打
ち
消
さ
れ

た
。し

か
し
、
高
校
3
年
生
の
最
後
の
現
地
活
動

で
は
私
に
手
紙
を
書
い
て
く
れ
た
。
そ
こ
に
は

「
お
父
さ
ん
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
我
が
ま

ま
ば
か
り
言
っ
て
ご
め
ん
ね
。
感
謝
し
て
い
ま

す
。
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
綴
ら
れ
た
。

私
は
「
ま
っ
た
く
」
と
言
い
な
が
ら
も
案
の
定
、

泣
け
た
。

娘
は
将
来
「
臨
床
心
理
士
」
の
資
格
を
取
り
、

心
の
ケ
ア
の
必
要
な
子
供
た
ち
に
寄
り
添
う
仕

事
を
し
た
い
と
言
う
。
彼
女
が
将
来
ど
の
よ
う

な
道
に
進
む
か
を
話
し
合
っ
た
時
、
私
は
何
と

な
く
私
と
同
じ
医
療
の
道
は
ど
う
か
と
勧
め
て

み
た
。
恐
ら
く
娘
と
し
て
み
れ
ば
私
は
そ
う
言

う
に
違
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
と
思
う
が
、
彼

女
は
私
の
目
を
見
て
こ
う
言
っ
た
。

裏
面
に
つ
づ
き
ま
す

院

長

手

記

「娘
」



「
お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
お
兄
ち
ゃ
ん
も
歯
科
医

師
で
凄
い
と
思
う
。
で
も
お
父
さ
ん
、
医
療
だ
け
が

人
の
命
を
救
う
の
？
」
「
私
は
い
じ
め
や
不
登
校
み

た
い
に
色
々
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
子
供
た
ち
、
死

に
た
い
と
思
っ
て
い
る
子
供
た
ち
の
心
を
救
う
仕
事

に
就
き
た
い
。
」
「
そ
れ
も
命
を
守
る
仕
事
だ
よ

ね
？
」

恐
ら
く
18
年
間
育
て
て
来
た
中
で
こ
ん
な
に
も
力

強
く
、
信
念
を
持
っ
て
父
親
に
自
分
の
意
見
を
言
っ

た
の
は
始
め
て
だ
っ
た
。
私
は
そ
の
志
を
聞
い
た
時
、

一
瞬
言
葉
を
失
い
固
ま
っ
た
。

そ
し
て
い
つ
も
は
携
帯
ば
か
り
触
っ
て
い
る
今
時

の
娘
が
急
激
に
一
回
り
も
二
回
り
も
大
き
く
成
長
し

た
よ
う
に
思
え
た
。

私
は
何
故
そ
の
仕
事
を
目
指
す
の
か
を
尋
ね
た
。

す
る
と
彼
女
は
中
学
の
時
に
友
人
関
係
に
悩
み
を
抱

え
と
て
も
心
を
痛
め
た
事
が
あ
っ
た
と
い
う
。
高
校

一
年
生
の
時
は
あ
ま
り
素
行
が
良
く
な
い
生
徒
が
い

た
ら
し
く
ク
ラ
ス
が
崩
壊
し
担
任
も
あ
ま
り
積
極
的

で
は
な
い
た
め
、
何
度
か
学
校
に
行
け
な
い
時
期
が

あ
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
中
学
で
は
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
先
生
が
と
て
も
親
身
に
な
っ
て
く
れ
て
い

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
そ
の
よ
う
な
道
に
進
も

う
と
決
意
し
た
と
い
う
。

私
は
そ
の
思
い
を
知
り
自
分
の
中
に
あ
る
医
療
へ

の
「
驕
り
」
を
反
省
し
た
。
「
命
を
救
う
の
は
医
療

だ
け
で
は
な
い
」
ま
さ
に
今
世
の
中
に
は
沢
山
の
人

達
が
悩
み
を
抱
え
生
き
て
い
る
。
特
に
現
代
の
子
供

た
ち
は
昔
の
よ
う
に
目
に
見
え
る
単
純
な
原
因
で

は
な
く
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
う
ま
る
で
底
な
し
沼
の
よ
う
な

暗
闇
で
も
が
き
、
苦
し
み
な
が
ら
命
を
落
と
す
子
供

た
ち
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。
私
は
自
ら
の
辛
い
経

験
か
ら
命
の
尊
さ
と
危
う
さ
を
感
じ
、
将
来
同
じ
よ

う
な
子
供
た
ち
を
救
い
た
い
と
考
え
た
娘
に
対
し
、

そ
ん
な
時
に
父
親
と
し
て
何
も
し
て
あ
げ
ら
れ
な

か
っ
た
不
甲
斐
な
さ
を
悔
や
み
な
が
ら
彼
女
の
決
断

を
心
か
ら
誇
り
に
思
い
こ
れ
か
ら
も
彼
女
を
支
え
て

い
こ
う
と
思
っ
た
。

そ
し
て
先
日
娘
が
生
活
を
す
る
大
学
の
女
子
寮
へ

引
越
し
を
し
た
。

生
意
気
に
も
一
人
暮
ら
し
を
希
望
し
て
い
た
が

色
々
な
人
と
交
じ
合
う
こ
と
が
で
き
る
「
寮
」
が
あ

る
な
ら
ば
そ
こ
に
住
む
こ
と
が
彼
女
に
と
っ
て
何
よ

り
の
経
験
に
な
る
と
思
い
娘
の
意
見
を
却
下
し
た
。

寮
の
目
の
前
が
す
ぐ
大
学
で
そ
の
周
り
に
は
沢
山

の
桜
が
満
開
に
咲
い
て
い
た
。
部
屋
の
ド
ア
を
開
け

る
と
4
畳
半
ぐ
ら
い
の
広
さ
に
備
え
付
け
の
机
と

ベ
ッ
ド
、
そ
し
て
小
さ
な
台
所
と
ト
イ
レ
と
お
風
呂
、

洗
面
台
が
一
緒
に
な
っ
た
い
わ
ゆ
る
3
点
ユ
ニ
ッ
ト

バ
ス
が
あ
っ
た
。
古
く
か
ら
あ
る
寮
ら
し
く
な
か
な

か
の
雰
囲
気
だ
。
私
が
正
直
狭
い
な･･

と
思
っ
て
い

る
と
そ
の
顔
を
隣
で
じ
っ
と
娘
が
何
か
言
い
た
げ
に

見
て
い
る
の
に
気
づ
き
、
す
か
さ
ず
「
贅
沢
言
う
な
、

学
生
な
ん
だ
か
ら
こ
れ
で
十
分
」
と
窘
め
た
も
の
の
、

何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

家
内
と
三
人
で
近
く
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
行

っ
た
。
部
屋
の
間
取
り
が
限
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
か

ら
そ
れ
に
合
う
棚
を
探
す
の
に
一
苦
労
だ
。
私
は
、

カ
ー
ト
を
押
し
な
が
ら
娘
が
母
親
と
一
緒
に
台
所
用

品
や
洗
面
器
具
な
ど
の
生
活
道
具
を
入
れ
て
い
く
。

フ
ラ
イ
パ
ン
や
鍋
が
入
る
の
を
見
な
が
ら
心
の
中
で

本
当
に
自
炊
が
で
き
る
の
か
と
は
な
は
だ
疑
問
だ
っ

た
が
何
も
言
わ
ず
静
か
に
カ
ー
ト
を
押
す
。
カ
ゴ
の

中
身
が
徐
々
に
増
え
て
い
く
の
を
見
て
い
る
と
本
当

に
娘
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
と
徐
々
に
寂
し

さ
が
増
し
て
き
た
。
そ
ん
な
私
の
気
持
ち
を
し
り
目

に
家
内
は
「
こ
れ
が
あ
る
と
便
利
だ
よ
」
と
言
い
な

が
ら
彼
女
も
ま
た
寂
し
さ
の
中
、
母
親
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
の
に
精
一
杯
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

4
月
1
日
。
娘
が
い
よ
い
よ
新
た
な
人
生
の
ス

タ
ー
ト
を
き
る
。

振
り
返
る
と
た
っ
た
18
年
し
か
一
緒
に
住
む
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

私
は
娘
に
言
っ
た
。

「
体
に
気
を
付
け
ろ
、
車
に
気
を
付
け
な
さ
い
、
バ

ラ
ン
ス
よ
く
食
事
し
ろ
、
風
邪
を
ひ
く
な
よ
、
勉
強

頑
張
れ
よ
、
先
輩
に
可
愛
が
ら
れ
ろ
よ
、
友
達
を

い
っ
ぱ
い
作
っ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
気
を
付
け
ろ
、
男

に
要
注
意
！
そ
れ
か
ら
・
・
・
」
私
が
あ
ら
ゆ
る
心

配
事
を
並
べ
よ
う
と
す
る
と
娘
か
ら
「
ち
ょ
っ
と
長

い
よ
！
」
と
一
言
。

私
は
最
後
に
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
声
を
押
し

殺
す
よ
う
に
娘
に
伝
え
た
。

「
苦
し
く
な
っ
た
ら
い
つ
で
も
帰
っ
て
来
い･･

。
」

娘
は
「
う
ん･･

。
」
と
だ
け
う
な
ず
い
た
。

こ
の
手
記
を
書
い
て
い
る
頃
、
庭
に
は
娘
が
生
ま

れ
た
時
に
植
え
た
桜
が
よ
う
や
く
蕾
か
ら
6
輪
だ
け

咲
き
始
め
た
。
ま
る
で
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
大
人
の

階
段
を
上
る
娘
の
よ
う
に
思
え
今
ま
で
以
上
に
芽
吹

く
花
び
ら
に
胸
が
熱
く
な
っ
た
。

若
者
た
ち
が
旅
立
つ
4
月
。
今
年
は
私
に
と
っ
て

最
も
嬉
し
く
、
最
も
寂
し
い
4
月
の
桜
と
な
っ
た･･

。
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